説明者の虎の巻 最初の60秒
「今日は、お店の資料を調べて質問に答える窓口を作る仕組みを説明します。WSLはWindowsで別の作業環境を使う準備、Ubuntuは今回の作業場所、Dockerは仕事ごとの区画を動かす道具、Difyは質問から回答までをつなぐ進行係です。文章を作るAIは、別に用意して接続します。」
	名前
	ひと言でいうと
	言い添えること

	WSL
	Windowsを残してLinuxの作業環境を使う
	AIの返事は別に用意

	Ubuntu
	今回使うLinuxの基本ソフト
	目的ごとのソフトは追加

	Docker
	必要な道具をそろえ、仕事ごとの区画で動かす
	仕事の内容や保存先は別に設計

	Dify
	質問、資料探し、AIの文章作成をつなぐ
	AIや資料、編集用の道具は別に接続


説明する言葉  名前を並べて始めず、受講者が作りたいものを先に言います。知らない言葉を見つけたら、説明せずに先へ進めません。


コンテナーの説明はこの順番で話す
① 仕事を分ける理由から始める。「画面を見せる担当と、情報を保存する担当では、使う道具が違います。」
② コンテナーを説明する。「必要な道具をそろえ、ほかの仕事と区切って動かす作業区画です。」
③ イメージを説明する。「同じ区画を用意するための、プログラムや設定のひな形です。」
④ 保存を説明する。「残したい台帳は作業区画とは別の保管庫へ置くように設計します。」
[image: ]
説明する言葉  「箱」とだけ言って止めず、何を入れ、何が動き、データをどこへ残すのかまで話します。区画の中だけの変更は、区画の削除で失う場合があります。


何ができるかはこの具体例で説明する
	やりたいこと
	Difyで構成する担当
	追加で必要なもの

	営業時間を答える
	Difyで資料を探してAIに渡す流れを作る
	正しい店の資料と、回答するAIが必要

	会議メモを要約
	メモと指示をAIへ渡し下書きを表示
	音声なら先に文字にする道具も必要

	会社の報告書を完成
	下書きから書式への差し込みを構成
	Word書式、作成と保存の道具、人の確認

	商品画像を作る
	対応する画像生成の窓口へ指示を送る
	画像生成の道具と接続、仕上がり確認

	動画を編集する
	対応する編集処理を呼ぶ構成は可能
	映像や音声の道具、素材、字幕、完成確認


このページの言葉
API（エーピーアイ）は、ソフト同士が、決められた方法で情報や処理をやり取りする窓口。 たとえると、書式を決めて注文を受ける受付。
プラグイン（プラグイン）は、ソフトに機能や接続先を追加する部品。 たとえると、新しい窓口へつなぐための追加道具。
説明する言葉  できるかどうかを一語で答えず、何を追加すれば、どこまでできるかを伝えます。


受講者から聞かれたときの答え
コンテナーはただの箱ですか
アプリの処理を、必要なファイルとともに分けて実行する単位です。仕事専用の作業区画と例えますが、実物の箱や独立したパソコンではありません。
イメージは写真のことですか
ここでは違います。作業区画を作るために必要なプログラムや設定をまとめたひな形です。
Difyを入れれば画像や動画を完成できますか
文章の下書き、画像の生成、動画編集は担当する道具が違います。画像や動画を生成・編集する処理は、対応する道具との接続も準備します。
資料を入れるとAIは覚え直しますか
この教材では、質問に関係する資料を探して、その内容をAIへ渡します。AIモデル自体を再学習して覚え直す仕組みとは別です。
どれを使うとお店の質問に答えられますか
Difyで、質問を受ける、店の資料を探す、AIに文章を作らせる流れを構成します。WSL、Ubuntu、Dockerはその動作環境や実行を支える役目です。
説明する言葉  一度に専門用語を増やしません。「API」という言葉を出したら、ソフト同士が注文を受け渡す窓口、とその場で説明します。


英字が出たときにその場で言い換える
	言葉と読み方
	意味
	たとえ

	OS オーエス
	アプリを動かす基本ソフト
	建物の共通設備

	Linux リナックス
	OSの中心の仕組みと、それを使うOSの仲間
	Windowsと違う設備の方式

	モデル モデル
	AIが文章などを処理する学習済みの仕組み
	文章担当の知識や技能

	API エーピーアイ
	ソフト同士が情報や処理をやり取りする窓口
	決まった書式で注文する受付

	RAG ラグ
	関連資料を探してAIへ渡す回答方法
	資料を調べてから答える

	ボリューム ボリューム
	作業区画とは別の保存場所の仕組み
	外に置く保管庫

	localhost ローカルホスト
	そのコンピューター自身を指す名前
	自分の建物

	ポート ポート
	同じ機械の中の通信先を区別する番号
	窓口番号


説明する言葉  解説資料の巻末と、補足教材の検索欄に全用語をまとめました。読み方だけではなく、意味と具体例まで確認してください。


実演の進行と理解の確認
0〜3分：目的の窓口と4つの役割を説明する。3〜6分：作業区画とひな形の図を示す。6〜10分：営業時間の質問から答えまでをたどる。10〜15分：文章、画像、動画の例と必要な追加の道具を説明する。
実演で確認する順番：Ubuntuが起動する → Difyを構成する処理が動く → ブラウザーで画面が開く → 資料を探せる → 回答が元の資料と合う。
確認問題
「Difyを入れるだけで動画編集まで完成しますか」「コンテナーとイメージは何が違いますか」を受講者に自分の言葉で答えてもらいます。
	状態の文字
	日本語で言うと

	Up アップ
	処理が動いている

	healthy ヘルシー
	設定された点検に合格

	Exited (0) エグジテッド ゼロ
	処理が終わり、正常終了の番号0を返した。初期化だけの担当では正常


説明する言葉  読み上げられたことと、理解できたことを分けて確認します。答えに迷ったら、たとえと実際の仕事へ戻ります。
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